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前
回
の
一
○
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
小
曽
戸
洋
氏

が
「
切
紙
東
井
御
釈
談
』
を
紹
介
さ
れ
た
。
本
書
は
初
代
曲
直
瀬

道
三
に
よ
る
『
切
紙
』
を
も
と
に
二
代
目
玄
朔
（
東
井
、
延
寿
院
）

が
講
義
し
た
折
の
講
義
録
で
あ
る
。
本
書
を
検
討
す
る
過
程
で
、

本
書
と
近
似
し
た
内
容
を
有
す
る
筆
写
本
『
延
寿
院
切
紙
』
が
京

都
大
学
富
士
川
文
庫
に
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
本
発
表
で

は
『
延
寿
院
切
紙
」
に
記
さ
れ
て
い
る
初
代
道
三
の
師
匠
、
導
道

お
よ
び
田
代
三
喜
に
関
す
る
記
述
を
中
心
に
検
討
を
行
な
い
た

い
。

本
書
の
中
で
次
の
記
述
が
注
目
さ
れ
た
（
数
字
は
通
行
本
『
切

紙
」
の
該
当
す
る
節
の
番
号
）
。

（
２
）
先
賢
ト
ハ
非
聖
賢
人
之
儀
、
三
喜
ノ
三
代
以
前
明
監
寺

卜
曰
人
、
此
一
枚
脈
害
ヲ
記
セ
リ
ト
テ
今
代
三
喜
流
二
是
ヲ
用
ル

…
、
（
３
）
（
脈
対
分
別
之
）
捷
径
ハ
ー
渓
ノ
作
ニ
モ
ア
ラ
ズ
、
江
舂

郡
「
延
寿
院
切
紙
」
に
お
け
る
導
道
・
三
喜
像

遠
藤
次
郎
・
中
村
輝
子

家
ノ
切
紙
也
、
然
ル
ヲ
今
一
渓
二
授
ケ
ラ
レ
タ
リ
、
麦
エ
入
テ
置

ト
也
。
此
浮
沈
緊
莉
卜
次
第
二
相
対
ス
ル
コ
ト
ハ
大
唐
カ
ラ
ワ
タ

ル
書
ニ
モ
不
見
、
此
脈
対
ヲ
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
天
文
ノ
此
ヂ
ヤ
ゾ
、

丹
渓
脈
訣
ノ
不
渡
前
二
如
此
セ
ラ
レ
タ
ル
ワ
奇
特
ノ
コ
ト
ト
皆
イ

ワ
レ
タ
ゾ
、
（
７
）
師
君
ハ
三
喜
也
、
此
一
通
ハ
素
カ
ラ
江
春
ノ
家

二
伝
テ
ア
リ
シ
切
紙
也
、
…
三
喜
ノ
講
釈
ノ
時
心
持
二
薬
種
ヲ
チ

ョ
ッ
チ
ョ
ッ
ト
被
仰
候
、
道
三
聞
書
シ
テ
ソ
レ
ヲ
差
エ
道
三
ノ
書

シ
ル
ス
也
、
（
肥
‐
１
）
三
喜
ノ
弟
子
…
ガ
聞
書
ヲ
．
：
今
切
紙
二
入

ラ
レ
タ
ソ
、
…
一
説
ニ
ハ
此
人
ハ
利
陽
ニ
テ
道
三
ト
同
学
セ
ラ
レ

タ
ゾ
、
導
道
ョ
リ
医
ヲ
学
セ
ラ
レ
タ
ゾ
、
（
略
‐
２
）
師
翁
ハ
三
喜

也
、
異
ニ
ハ
導
道
ト
ア
リ
、
（
型
）
儒
道
ヲ
（
文
伯
卜
曰
人
二
学
也
、

医
学
ヲ
（
導
道
二
学
也
、
薬
ノ
コ
ト
其
外
療
治
ノ
コ
ト
ド
モ
ヲ
委

ク
江
春
ノ
家
三
喜
二
問
ハ
レ
タ
ゾ
、
（
詔
）
是
関
東
ノ
明
監
寺
ノ
渡

唐
シ
テ
…
。

（
肥
‐
１
）
、
（
肥
‐
２
）
、
（
別
）
か
ら
、
道
三
の
医
学
上
の
師
匠

は
導
道
と
三
喜
で
、
両
者
は
別
人
で
あ
る
こ
と
、
（
２
）
、
（
３
）
、

（
泥
）
か
ら
、
田
代
家
（
江
春
家
）
で
明
に
渡
っ
た
の
は
三
代
前
の

明
監
寺
で
あ
り
、
三
喜
は
明
に
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
が
理
解
さ
れ

た
。
演
者
ら
は
す
で
に
他
の
資
料
か
ら
、
導
道
と
三
喜
は
別
人
で
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あ
る
こ
と
、
三
喜
は
明
に
渡
っ
て
い
な
い
こ
と
を
報
告
し
た
が
、

本
書
の
記
述
は
こ
れ
を
裏
付
け
た
。

（
２
）
、
（
７
）
か
ら
、
両
者
の
切
紙
は
明
監
寺
が
著
し
た
こ
と
が

わ
か
る
。
一
方
、
演
者
ら
が
前
回
報
告
し
た
「
導
道
が
道
三
の
授

け
た
印
可
状
」
に
よ
る
と
、
（
２
）
、
（
７
）
の
切
紙
は
導
道
が
著
し

た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
見
解
が
一
致
し
な
い
。
見
方
に
よ
っ
て

は
導
道
、
明
監
寺
同
一
人
物
説
が
成
り
立
つ
。
ま
た
、
導
道
は

（
妬
‐
２
）
の
よ
う
に
三
喜
と
重
ね
合
わ
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な

い
。

さ
ら
に
本
書
に
は
（
略
‐
１
）
、
（
型
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
別

な
導
道
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
導
道
は
、
道
三
が
、

足
利
学
校
で
勤
勉
を
共
に
し
た
一
鴎
斎
（
西
友
鴎
の
子
？
）
と
共
に

医
学
を
学
ん
だ
と
き
の
師
匠
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
（
型
）
で
は

当
時
の
足
利
学
校
の
痒
主
文
伯
と
並
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

導
道
も
足
利
学
校
に
関
連
し
た
先
生
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

（
型
）
の
中
で
、
道
三
は
、
三
喜
か
ら
は
薬
の
こ
と
や
、
そ
の
他
具

体
的
な
治
療
の
こ
と
を
教
わ
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
の
に
対
し
、

導
道
か
ら
は
単
に
「
医
学
」
を
教
わ
っ
た
と
記
し
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
る
。
導
道
か
ら
教
わ
っ
た
「
医
学
」
の
内
容
は
「
導
道
か

ら
授
か
っ
た
印
可
状
」
と
対
比
さ
せ
る
と
一
層
明
瞭
に
な
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
中
の
六
つ
の
「
唯
授
一
人
」
の
印
可
状
に
は
具
体

的
な
察
証
弁
治
に
関
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

治
療
す
る
者
の
心
構
え
や
全
体
的
な
「
察
病
」
に
関
す
る
こ
と
に

終
始
し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
用
語
や
論
語
の
引
用
が
多
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
授
け
た
導
道
は
実
際
の
臨
床
家
で
は
な
く
学
者
タ

イ
プ
の
人
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
の
中

に
は
い
く
つ
も
の
導
道
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。
前
回
演
者
ら
が
発

表
し
た
よ
う
に
、
「
導
道
が
道
三
に
授
け
た
印
可
状
」
そ
の
も
の
が

道
三
に
よ
り
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら

ば
、
「
導
道
」
は
「
明
に
渡
っ
た
明
監
寺
、
関
東
の
名
医
田
代
三

喜
、
足
利
学
校
の
学
者
」
の
三
者
を
一
体
化
し
て
、
道
三
が
創
っ

た
架
空
上
の
人
物
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
用
植
物
・
漢
方
研
究
室
）


